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第5章では古糊の製造でのデンプンの老化の重要性を検討し、老化処理をうまく使うことで、古糊の代替
物を短時間に製造できることを明らかにしている。 
第6章で以上の成果を総括している。 
以上の研究により、古糊の性状を明らかにすると共に、古糊を製造するのが大寒の時期である理由とし
て、新糊の老化を低温で起こさせ、菌類がデンプンを資化しにくい状況を先につくるという指摘は、伝統的
な家屋の床下スペース以外で古糊を製造しようとする工房にとっては重要で、この点を押さえることで古糊
製造を失敗する確率が下がると期待される。さらに古糊の代替物の開発にも成功している。これらは装漢文
化財の保存・修理に大きく寄与する成果である。 
本論文に関する研究成果は既に7報の投稿論文、10回の学会発表などで公表しており、対外的な評価も得
ている。 
以上の点から、本論文は博士（文化財）の学位を授与するに十分な内容である。
 
